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企業理念
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お客様と共に基幹業務の安定稼働を担ってきた

スペシャリスト集団のスキルと経験を結集し、

お客様のビジネス、業務プロセス、システム等における変革を

ご支援いたします。

また、各地のお客様に寄り添った活動と経験を生かし、

地域社会の発展にも貢献してまいります。

そして、社員が誇りをもって働けるカンパニーを目指します。



KJTS社長メッセージ
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2021年9月、日本アイ・ビー・エム デジタルサービス株式会社
（IJDS）、日本アイ・ビー・エム共同ソリューション・サービス
株式会社（CSOL)、日本アイビーエム中国ソリューション株式会社
（IGSCH）、日本アイ・ビー・エム テクニカル・ソリューション
株式会社（TSOL）、地銀ソリューション・サービス株式会社
（RBSS）の5社それぞれのマネージド・インフラサービス事業を
分割・統合し、キンドリルジャパンの関連会社としてキンドリル
ジャパン・テクノロジーサービス合同会社（KJTS）が誕生しました。
2022年7月1日、社名をキンドリルジャパン・テクノロジーサービス
株式会社に変更いたしました。

変化のスピードが非常に早いITインフラ業界において、キンドリル
ジャパンはお客様の重要なビジネス、組織を支えるインフラをモダン
で効率的に、かつこれまで培った高い技術と経験豊富・熟練の
スペシャリストによって実現するサービスカンパニーとなります。

またお客様が求める、またはそれ以上の変革を、システムのもっとも
土台となるインフラを通して支援する、そういう会社を目指します。

KJTSにおいては、お客様のより近くでサービス提供の中核を担い、
また各社の特徴である地域性、業界インダストリーナレッジを融合・

活用することでお客様への価値を訴求し、お客様DX、
インフラモダナイゼーションを推進していきます。

キンドリルジャパン・テクノロジーサービス
代表取締役 社長 吉田 弘倫



• メインフレーム・基幹系インフラ
のスペシャリスト集団の組織化

• 運用の共通化を推進し、センター
運用モデルの構築

• 高い品質を支える組織としての
仕組みを提供

• オファリング・ソリューション
ベースのサービス構築

• 長年に渡ってお客様の業務を支え
てきた経験と実績を元に、お客様
との強いリレーションがある
スペシャリストによる変革の推進

• 最新・最良のテクノロジーを活用
したインフラストラクチャーの
モダナイゼーションを推進

• 先進技術をリードし、オープンな
テクノロジーをサポートする高い
技術力の維持

• クラウドベンダー・業界標準製品
ベンダーとのアライアンス

• 日本IBMとの強固なパートナー
シップ

• 地域社会の持続的な発展に寄与
する社会貢献活動

• 事業を通じた地域社会への貢献

• 地域活性化を目指したパートナー
協業

戦略
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高品質な構築・

運用サービスの提供

地域との共生お客様変革の推進 業界ナレッジと

技術力の成長



• 担当インダストリーの拡大

• リモートでのバーチャル体制によ
るBCPの高度化

• サブスクリプション型ビジネスの
開発・提供

• 標準化デリバリーモデルの推進

• 横断的に品質を支えるプロセスと
専門組織

• ニアショアセンターによる運用
サービスの提供

• お客様に対する洞察による需要把
握したプロアクティブなご支援

• モダナイゼーションを自ら推進し、
ナレッジをお客様へ提供

• AIを活用した自動化・高度化の
推進

• ハイブリッドクラウドセンターを
含むデータセンターマネジメント

• 人材育成への投資

• マルチクラウド環境を含む開発・
テスト環境の提供

• Kyndryl、クラウドベンダー、業界
標準製品ベンダーとの人材交流

• 日本IBMとの人材交流

• 社内でのローテーション

• 地域雇用の創出

• 技術領域、地域特性を考慮した
パートナー協業

• 地方公共団体や学術組織との協業

施策
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高品質な構築・

運用サービスの提供

地域との共生お客様変革の推進 業界ナレッジと

技術力の成長



✓ 業界横断

✓ 大規模Project運営

• 製造業界、メガバンク・地銀・
生保・損保・カード等の金融業界
を中心とした多岐にわたる実績

• グローバル展開案件も実施

• ニアショア開発センターの高い
技術力

✓ 金融（地銀様）業界の
ミッションクリティカルシステム
運用

• 地銀を中心とした金融業界を中心

とした実績

• 金融システムのオールラウンド・
プレーヤーとして基盤系/アセット
系のITサービスを提供

• TC/CCを活用した高い技術力

✓ 製造（自動車）業界の
高品質・効率性を両立した運用

• 自動車業界を中心とした実績

• システム構築からアウトソーシン
グ・サービスまで提供

✓ お客様のITインフラを支える
テクニカルサポートサービス

• 地域に密着したシステム保守
サービス

• 社会の通信インフラを支える
ネットワークサービス

• 基盤を設備側面からお手伝いする
サイト＆ファシリティサービス

• お客様システムを守る
セキュリティ・サービス

5社の事業内容と強み
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IJDS TSOLCSOL
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IGSCH



キンドリルジャパン・テクノロジーサービスの組織イメージ

7

金融サービス事業部

代表取締役社長

Finance

人事

管理オペレーションズ

イノベーションテクノロジーサービス事業部 (DevOps/AIOPs, ERP/SAP)

インダストリアルサービス
事業部

クロスセクターサービス
事業部

テクニカルセンター事業部 (Domestic CIC (Near shore/Repatriation), Service Desk)

テクニカル推進事業部 (Multi Cloud & NW)

システムオペレーション事業部 (DC, Site & Facility)

ビジネスリレーションシップマネジメント事業部
(BRM (Business Relationship & Management))



[事業方針]

自動車、製造、流通をはじめとした幅広い
業種のお客様に、デジタルテクノロジーを

活用し、高品質で効率の良いシステム
構築・運用・保守を行い、お客様の良き
理解者としてデジタル変革を支えます

[事業内容]

1. 自動車、製造、流通をはじめとした
幅広い業種のお客様へのITアウトソー
シングビジネス

2. お客様ビジネスを支えるITソリュー
ションの提供、システム構築・運用・
保守

3. お客様のデジタル変革の推進支援

[事業方針]

業界を横断して幅広いお客様へ革新的技術
を用いて設計・構築・運用高度化を含めた

より良いサービスをお届けし、デジタル
変革を実現します

[事業内容]

1. お客様の業務革新に向けたERP/SAP

ソリューションの提供

2. DevOps/AIOpsによる革新的運用
サービスの提供

3. 先進技術・最新ソリューションへの
挑戦

事業方針および事業内容 （1/2）
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[事業方針]

金融系のお客様に求められる高信頼性を前
提とし、都銀、地銀、保険等多様な業界に
渡る金融系システムのナレッジ、スキルを
共有し、システム高度化と新規領域戦略を
サポートするデジタル変革を推進、実装し
ます

[事業内容]

1. 金融システムにおけるITソリューショ
ンの提供、基盤構築・保守サービス

2. 金融システムの安定した運用サービス

3. 金融システムのモダイナイズ、DX化
推進

[事業方針]

製造業を中心としたお客様のビジネス変革
を支えるITインフラを、高い技術力と
ナレッジをもって効率的かつ安定的に
構築・運用しお客様と共にモダナイゼー
ション・デジタル変革を推進します

[事業内容]

1. 製造業のお客様のITインフラ設計・
構築サービス

2. 製造業のお客様のITインフラ運用・
保守サービス

3. 製造業のお客様のITインフラ・
モダナイズ、DX化推進

金融サービス事業部 イノベーションテクノロジー

サービス事業部
インダストリアルサービス
事業部

クロスセクターサービス
事業部

キンドリルグループとして、8つの事業部でお客様の成功と変革のためのトータルソリューションを提供します



[事業方針]

お客様のDX変革を支える、高品質な
システムオペレーションサービスの提供

お客様システムをお預かりするデータセン

ターの堅牢な物理セキュリティ管理

[事業内容]

1. 全国5箇所（さがみ野、南港、幕張、
芳賀、髙松）にあるデータセンターの

物理、セキュリティ管理

2. 100社を超えるお客様システムに対する
システムオペレーションサービスの
提供

3. お客様のビジネス戦略や新たなテクノ
ロジーを取り入れた、オペレーション

サービスの提案、実装

[事業方針]

・BRM業務の最適化推進

-プロセスの簡素化,標準化,自動化推進

-KJTS/KSOK/Q2Cの協業体制の確立

・セキュリティ業務の効率化

-メンバーの集約化

[事業内容]

1. DPE補佐としてプロジェクト支援

2. 要員/機器調達、Finance管理等の
PO業務

3. セキュリティマネージャー等の
セキュリティ管理業務

事業方針および事業内容 （2/2）
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[事業方針]

地域活性化を目指したパートナー協業を目
指し、ニアショアセンターによる高品質の

運用とサービスの提供を推進実施します

運用の共通化を推進し、センター運用モデ
ルの構築推進します

[事業内容]

1. 高い品質を支える専門知識を有した
エンジニアの育成とお客様への提供

2. お客様へのシステムの提案、実装、
開発保守

[事業方針]

最新テクノロジースキルをベースに、堅牢
なハイブリッドマルチクラウド基盤の構築

サービス及び技術サポートを提供します

[事業内容]

1. 最新テクノジーを活用したハイブリッ
ド＆マルチクラウド環境の構築サービ

ス

2. 日本国内全域に渡ってインフラ基盤構
築サービスと保守サポート

3. キンドリルジャパンとの協業による
カスタマーリレーションサポート

テクニカルセンター事業部 ビジネスリレーションシップ
マネジメント事業部

テクニカル推進事業部 システムオペレーション事業部

キンドリルグループとして、8つの事業部でお客様の成功と変革のためのトータルソリューションを提供します



会社概要

10

本社および事業所

会社名 キンドリルジャパン・テクノロジーサービス株式会社
（略称 : KJTS）

英語名 Kyndryl Japan Technology Service KK

事業開始日 2021年9月1日

資本金 100,000,000円

出資者 キンドリルジャパン株式会社 100%出資

代表者 代表取締役社長 吉田弘倫

事業概要 情報システムの企画・設計・開発・保守・運用にかかわるコン

サルティング、技術支援、受託サービスおよびIBM製品、他社
製製品の提供

沿革 2021年9月1日以下5社のマネージド・インフラサービス事業

を統合

• 日本アイ・ビー・エムデジタルサービス株式会社（IJDS）

• 日本アイ・ビー・エム共同ソリューション・サービス株式

会社（CSOL）

• 日本アイビーエム中国ソリューション株式会社（IGSCH）

• 日本アイ・ビー・エムテクニカル・ソリューション株式会

社（TSOL）

• 地銀ソリューション・サービス株式会社（RBSS）

2022年7月1日 組織変更およびそれに伴い商号を変更し、

キンドリルジャパン・テクノロジーサービス合同会社は

キンドリルジャパン・テクノロジーサービス株式会社となる

本社
（箱崎事業所）

〒103-0015 東京都中央区日本橋箱崎町19-21

札幌事業所 〒062-0052 北海道札幌市豊平区月寒東２条9-7-1

仙台事業所 〒983-0852 宮城県仙台市宮城野区榴岡1-2-13 仙台CIC

幕張事業所 〒261-8511 千葉県千葉市美浜区中瀬1-1

横浜事業所 〒221-0022 神奈川県横浜市神奈川区守屋町3-9 D号ビル

さがみ野事業所 〒252-0004 神奈川県座間市東原5-1-78 

名古屋事業所 〒450-6328 愛知県名古屋市中村区名駅1-1-1 JPタワー名古屋

大阪京橋事業所 〒540-0001 大阪府大阪市中央区城見1-2-27

大阪事業所 〒530-0005 大阪府大阪市北区中之島3-2-4  

中之島フェスティバルタワー・ウエスト

広島第一事業所 〒732-0802 広島県広島市南区大洲5-11-10

広島第二事業所 〒733-0842 広島県広島市西区井口5-2-48 ゲネシスビル

小倉事業所 〒802-0076 福岡県北九州市小倉北区中島2-1-1

福岡事業所 〒812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前3-4-25

沖縄事業所 〒900-0025 沖縄県那覇市壺川3-3-5  壺川スクエアビル

沖縄第二事業所 〒900-0015 沖縄県那覇市久茂地2-14-1 

ジブラルタ生命沖縄那覇ビル



Thank you


